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▽
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

　

と
の
英
語
学
習

　　

平
成　

年
４
月
か
ら
、
外
国
の

２１

英
語
の
先
生
と
一
緒
に
学
習
し
ま

す
。

　

配
置
は
日
野
中
学
校
で
す
が
、

木
曜
日
は
黒
坂
小
学
校
に
、
金
曜

日
に
は
根
雨
小
学
校
で
授
業
を
行

い
ま
す
。

　

外
国
語
を
用
い
て
、
子
ど
も
た

ち
が
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
を

育
て
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
で
は
、
英
語
を

読
み
書
き
す
る
こ
と
に
慣
れ
親
し

み
、
学
力
向
上
に
も
役
立
て
て
い

き
ま
す
。

▽
小
中
交
流
学
習

　　

中
学
校
と
小
学
校
の
教
員
が
一

緒
に
な
っ
て
、
算
数
と
外
国
語

（
英
語
）
活
動
の
授
業
を
し
ま
す
。

　

算
数
は
、
小
学
校
６
年
を
対
象

に
、
根
雨
小
・
黒
坂
小
で
行
い
ま

す
。

　

外
国
語
（
英
語
）
活
動
は
、
小

学
校
５
・
６
年
を
対
象
に
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
小
中

学
校
の
教
員
が
一
緒
に
な
っ
て
行

い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
公
開
授
業
や
授
業
研

究
会
を
行
う
ほ
か
、
教
務
主
任
連

絡
会
や
、
部
会
を
随
時
行
い
ま
す
。

▽
ふ
る
さ
と
学
習

　　

社
会
科
の
授
業
で
、
町
内
の
名

所
、
史
跡
な
ど
、
説
明
を
聞
き
な

が
ら
、
各
学
年
に
応
じ
た
内
容
で

町
内
を
巡
り
ま
す
。

▽
小
学
校
児
童
交
流

　　

中
学
校
の
校
舎
で
、
根
雨
小
・

黒
坂
小
の
児
童
が
共
に
学
ぶ
機
会

を
つ
く
り
ま
す
。
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新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
、

小
学
校
へ
の
英
語
活
動
の
導
入
や
、

基
礎
的
な
知
識
・
技
能
の
習
得
、

思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
な
ど
の
育
成
を
重
視
す
る

教
育
が
始
ま
り
ま
す
。

日
野
町
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
、

２１

現
状
の
学
校
規
模
の
ま
ま
で

「
小
中
一
貫
教
育
」
が
始
ま
り
ま
す
。

教
育
目
標

 

～
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
羽
ば
た
く日

野
の
子
の
育
成
～

 

め
ざ
す
子
ど
も
像

・
確
か
な
学
力
を
つ
け
た
子
ど
も
（
自
ら
学
ぶ
力
）

・
豊
か
な
人
間
性
を
身
に
つ
け
た
子
ど
も
（
と
も
に
生
き
る
力
）

・
健
康
で
元
気
な
子
ど
も
（
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
）
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６
年
生
合
同
で
の
修
学
旅
行

　

４
年
生
合
同
で
の
カ
ヌ
ー
教
室

　

５
年
生
合
同
で
の
林
間
学
校

　

６
年
生
対
象
の
、
中
学
校
入
学
体
験
教
室

　
　
　

４
年
生
合
同
で
の
シ
イ
タ
ケ
植
菌
体
験

　

解
放
文
化
祭
の
見
学
で
、
６
年
生
合
同
で
の
交
流
学
習

　
　
　

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
（
根
雨
小
＝
金
管
バ
ン
ド
、
黒
坂
小
＝

　
　
　

傘
踊
り
、
日
野
中
＝
吹
奏
楽
）
事
業
の
地
域
へ
の
参
加

　

日
野
高
校
と
の
農
作
業
体
験
を
通
し
た
交
流
会

　
　
　

保
育
所
、
小
・
中
・
高
校
の
教
職
員
に
よ
る
情
報
交
換
会
、　

　
　
　

授
業
公
開
、
研
修
会

学
校
や
子
ど
も
の
様
子
は
、
こ
れ
か
ら
も
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
に
は
、
家
庭
と
地
域
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

日
野
町
の
教
育
に
、
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
合
せ　

町
教
育
委
員
会
事
務
局
（
電
話　

‐
２
１
０
７
）

７２

▽
家
庭
学
習
の
手
引
き
を
作
成

　　

家
庭
学
習
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、
家

庭
学
習
の
手
引
き
を
作
成
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
家
庭
学
習
調
査
を
行
っ
て
、

家
庭
に
情
報
提
供
す
る
と
共
に
、
連
携
を

図
り
ま
す
。

 
▽
携
帯
電
話
の
状
況
を
把
握　

 　

携
帯
電
話
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
分
析
し
、
家
庭
に
情
報
提
供
す
る
と

共
に
、
保
護
者
へ
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

▽
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
の
取
り
組
み

　　

「
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
」
の
日
を
設
け
、

「
は
や
ね
・
は
や
お
き
・
朝
ご
は
ん
」「
メ

デ
ィ
ア
と
上
手
に
付
き
合
お
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▽
学
校
・
家
庭
な
ど
連
携
を

　　

基
本
的
生
活
習
慣
や
、
健
康
・
体
力
な

ど
の
、
児
童
・
生
徒
の
課
題
に
つ
い
て
把

握
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
、

心
身
と
も
に
健
全
な
子
ど
も
の
育
成
を

図
り
ま
す
。
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（
財
）
日
本
消
防
協
会
が
、
消
防
用
資
材
の

交
付
な
ど
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
、
防
火
防

災
共
済
還
元
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
日
野
町

消
防
団
（
宮
脇
光
男
団
長
）
へ
防
災
広
報
車

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月　

日
に
町
役
場
前
で
行
わ
れ
た
引
渡

２５

式
で
は
、
景
山
享
弘
町
長
が
、「
昨
年
は
全
国

消
防
操
法
大
会
へ
出
場
す
る
な
ど
、
日
ご
ろ

の
努
力
が
実
っ
た
。
災
害
の
な
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
さ
ら
に
精
進
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宮
脇
団
長
が
、「
こ
れ
で
防
火
啓
発

や
後
方
支
援
な
ど
、
よ
り
充
実
し
た
消
防
活

動
が
で
き
る
。
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
一
層
励
み
た
い
」
と
話
し
、
車
両
が
引
き

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
車
両
は
、
火
災
予
防
の
広
報
活

動
や
、
災
害
時
の
情
報
収
集
な
ど
、
よ
り
き

め
細
か
い
消
防
活
動
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

まちの介護予防だより　連載⑨
　

役場健康福祉課（電話７２‐０３３４） のロココとダラカ
介
護
予
防

低
栄
養
状
態
に

な
り
や
す
い
理
由

①
身
体
的
な
理
由
＝
か
む
力
、
飲

み
込
む
力
の
低
下
▽
手
や
足
の
機

能
低
下
▽
病
気
や
け
が

②
社
会
的
な
理
由
＝
ひ
と
り
暮
ら

し
で
料
理
を
し
な
い
▽
人
と
一
緒

に
食
べ
る
機
会
が
少
な
い

③
精
神
的
な
理
由
＝
う
つ
状
態
で

食
欲
が
な
い

　

今
日
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う

①
三
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
主
食
、

主
菜
を
し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う

　

「
茶
碗
に
大
皿
、
小
皿
に
小
鉢
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
主
菜

の
大
皿
に
は
、
た
ん
ぱ
く
源
と
な

る
魚
や
肉
、
卵
や
大
豆
製
品
な
ど

を
。
小
皿
や
小
鉢
に
は
野
菜
料
理

な
ど
を
。

②
活
動
的
に
生
活
し
て
食
欲
を
増

進
さ
せ
ま
し
ょ
う

　

運
動
や
趣
味
、
社
会
参
加
な
ど
、

活
動
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
に
よ

り
食
欲
が
増
進
し
、
生
活
機
能
も

向
上
し
ま
す
。

③
家
族
や
友
人
と
の
会
食
の
機
会

を
増
や
し
ま
し
ょ
う

　

人
と
一
緒
に
楽
し
く
食
事
を
す

る
と
自
然
に
食
欲
が
わ
き
、
い
ろ

い
ろ
な
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

④
１
日
１
・
５
㍑
を
目
安
に
水
分

を
と
り
ま
し
ょ
う

　

脱
水
症
は
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒

中
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
こ
ま
め

に
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
生
活
機
能
の
低
下
が

み
ら
れ
る
人
に
対
し
て
、
筋
力
向

上
・
栄
養
改
善
・
口
腔
機
能
向
上

の
介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
日
野
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
電
話　

‐
７２

１
８
５
２
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

車体にスピーカーを内蔵し、
皆さんへ防火を呼びかけます

防災の誓い新たに

介
護
予
防
と
栄
養
改
善

　

た
ん
ぱ
く
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し
た
低
栄
養
状
態
は
、
筋
力
や
骨
量

を
低
下
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
閉
じ
こ
も
り
や
う
つ
、
認
知
症
の
要
因
に
も

な
り
ま
す
。

　

要
介
護
状
態
に
な
る
主
要
な
原
因
で
あ
る
、
高
齢
に
よ
る
衰
弱
や
骨
折
、

転
倒
な
ど
は
、
低
栄
養
状
態
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

１
日
３
食
を
お
い
し
く
・
楽
し
く
・
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
が
介
護

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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か
つ
て
の
宿
場
町
、
根
雨
宿
の
面
影

を
残
す
、
本
陣
の
門
（
根
雨
）
の
屋
根

の 
葺 
き
替
え
が
、
１
月
末
か
ら
２
月
初

ふ

め
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
陣
の
門
は
、
昭
和　

年
に
、
本
陣

４５

跡
（
旧
根
雨
郵
便
局
）
か
ら
現
在
の
場

所
に
移
設
さ
れ
、
昭
和　

年
に
、
町
の

５４

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

門
の
屋
根
は
、
日
本
古
来
か
ら
伝
わ

る
こ
け
ら

・

・

・

葺
き
。
薄
い
木
の
板
を
何
枚

も
重
ね
て
い
く
方
法
で
、
高
い
技
術
が

必
要
で
す
。

　

今
回
は
、
遠
藤
工
務
店
（
根
雨
）
が

施
工
し
、
宮
大
工
の
熟
練
の
腕
に
よ
り
、

　

年
ぶ
り
の
葺
き
替
え
が
見
事
に
完
成

１２し
ま
し
た
。

板の厚さは約２～３㍉と、板葺きの中でも一番薄い

熟
練
の
技
で
生
ま
れ
変
る

　

昨
年
、
ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
人
を
表
彰
す
る
、「
第　

回
日
本
海
新

１０

聞
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
」
の
表
彰
式
が
、
３
月
６

日
、
町
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
最
優
秀
賞
に
、
西
村
渚
さ
ん

（
福
長
）
と
小
谷
真
由
さ
ん
（
津
地
）
が
、

奨
励
賞
に
は
、
柴
田
税
さ
ん
（
根
雨
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

西
村
さ
ん
と
小
谷
さ
ん
は
、
中
国
地
区

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
で
、
県
代

表
と
し
て
団
体
戦
で
優
勝
す
る
な
ど
、
各

種
大
会
で
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
た
実
績

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
柴
田
さ
ん
は
、
冬
季
国
体
の
バ
イ

ア
ス
ロ
ン
競
技
に　

回
に
わ
た
っ
て
出
場

１０

し
、
リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
と
し
て
す
べ
て
入

賞
を
果
た
し
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
景
山
町
長
か
ら
、
賞
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

左から、柴田さん、西村さん、小谷さん

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
貢
献

　

２
月　

日
、
ホ
ー
ル
と
共
に
歩
む
会
（
木

１５

島
泰
代
表
）
主
催
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

「
桂
小
文
吾
落
語
ラ
イ
ブ
」
が
、
町
文
化
セ

ン
タ
ー
ホ
ワ
イ
エ
で
開
か
れ
、
約　

人
が

６０

参
加
し
ま
し
た
。

　

桂
小
文
吾
さ
ん
（
米
子
市
在
住
）
は
京
都

出
身
。
落
語
会
や
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
、
山

陰
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

小
文
吾
さ
ん
は
、「
笑
い
は
人
生
の
宝
。

笑
う
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
が
解
消
で
き
健
康

に
な
る
。
笑
顔
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
小
話
や
創
作
落
語
「
日
野
川
の

カ
ッ
パ
捕
り
」
な
ど
を
披
露
、
客
席
か
ら
は

大
き
な
笑
い
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

俳優としても活躍していた小文吾さん

笑
い
は
人
生
の
宝

　

３
月　

日
、
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
（
長
野

２０

県
）
で
開
か
れ
る
、
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
Ｃ
Ｕ
Ｐ
本
州
決
勝
大
会
に
、
鳥
取
県
代

表
と
し
て
、
根
雨
小
学
校
６
年
の
多
賀
駿

平
さ
ん
（
根
雨
）
と
、
長
谷
川
智
哉
さ
ん

（
三
土
）
が
、
男
子
大
回
転
の
部
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
人
が
こ
の
大
会
に
出
場
す
る
の
は
初

め
て
と
の
こ
と
。
多
賀
さ
ん
は
、「
３
歳
か

ら
ス
キ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
大
会
で
は
精

い
っ
ぱ
い
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
、
長
谷
川

さ
ん
は
、「
大
会
は
楽
し
み
。
全
力
で
滑
り

き
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

全
力
の
滑
り
を
誓
う

左から長谷川さん、多賀さん
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場　所時　間実施日

料　金
（登録料・注射済証交付料・注射料）新規登録の人

（注射済証交付料・注射料）登録済の人

（希望者のみ）80 円犬マーク

▼注射には、犬を固定できる人が連れてきてください
▼接種不可能と判断した場合は、「予防注射見合わせ証」を発
　行します。後日かかりつけの動物病院で接種してください
▼雨天での接種は、犬が体調を崩す場合があります。雨天の
　場合は、別の日または動物病院での接種をおすすめします
▼動物病院で個別注射をした場合も役場に届け出てください

問合せ　役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）

▼
狂
犬
病
予
防
の
た
め
、
必
ず
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

　　

狂
犬
病
は
、
犬
に
か
ま
れ
た
傷
か
ら
感
染
し
、
発
病
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
死
亡
す
る

病
気
で
す
。
最
近
で
は
平
成　

年
に
日
本
人
旅
行
者
が
海
外
で
犬
に
か
ま
れ
、
帰
国
後
発

１８

病
し
て
死
亡
し
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
狂
犬
病
の
こ
と
を
十
分

認
識
し
、
年
１
回
の
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
の
集
合
注
射
を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
集
合
注
射
が
で
き
な
い
場
合

２１

は
、
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
生
後　

日
以
上
の
犬
を
新
た
に
飼
い
始
め
た
と
き
や
、
飼
い
主
を
変
更
し
た
と
き
、

９０

犬
が
死
亡
し
た
と
き
な
ど
は
、
必
ず
役
場
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

犬の放し飼いは、思わぬ事故の原因になります。
散歩中も、飼い主が必ずロープなどでつないでお
くようにしましょう

散歩中の排せつ物はきちんと持ち帰りましょう。
ビニール袋や小さいシャベルなどがあれば便利
です

飼うことができない子猫を増やさないためにも、
雌猫には避妊手術を、雄猫には去勢手術をしま
しょう

飼っているペットや、生まれてしまったからと子
犬や子猫を捨てることは許されないことです（５０
万円以下の罰金）。最後まで責任を持って飼いま
しょう

最近、ペットを飼う人が増えています。

ペットはかけがえのない命を持った動物です。

飼い主が愛情と責任を持って飼い、

周りの人たちも動物に親しめる環境をつくりましょう。



7 広報ひの ２００９年３月号

【
交
流
室
の
ご
案
内
】

 　

鳥
取
県
関
西
本
部
で
は
、
会
議

や
催
し
に
無
料
で
利
用
で
き
る
交

流
室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
で
催
し
を
企
画
さ
れ
る
際

は
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ

ん
、
土
日
も
利
用
で
き
ま
す
。

【
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
】

 　

鳥
取
県
関
西
本
部
の
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
を
配
信
中
で
す
。
毎
週
、

鳥
取
県
の
情
報
満
載
で
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

　

配
信
登
録
は
、
関
西
本
部
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
、「
配
信
希

望
」
と
記
入
し
た
メ
ー
ル
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

【
県
人
会
・
同
窓
会
】

 　

関
西
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
ぜ

ひ
県
人
会
・
高
校
同
窓
会
に
入
会

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

鳥
取
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
、

鳥
取
県
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
問
合
せ
】

鳥
取
県
関
西
本
部

 
〒
５
３
０
‐
０
０
０
１

 
大
阪
市
北
区
梅
田
１
‐
１
‐
３
‐

２
２
０
０

 
大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル　

階
２２

（
電
話　

‐
６
３
４
１
‐
３
９
５

０６

５
、 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

‐
６
３
４
１
‐
３

０６

９
７
２
）

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

  

kansai@pref.tottori.jp

※
平
成　

年
４
月
か
ら
、
鳥
取
県

２０

大
阪
事
務
所
か
ら
鳥
取
県
関
西
本

部
へ
と
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

鳥
取
県
関
西
本
部
を
ご
存
じ
で
す
か
？

「
行
き
た
い
鳥
取
！
住
み
た
い
鳥
取
！

帰
り
た
い
鳥
取
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

当
本
部
が
皆
さ
ん
の
力
に
な
り
ま
す
。

進
学
、
就
職
、
転
勤
な
ど
、

こ
の
春
か
ら
関
西
に
引
っ
越
さ
れ
る
人
、

す
で
に
関
西
に
お
住
ま
い
の
人
に
も

ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【関西本部の主な業務】
関西圏の企業や市場などに対して、次のような取り組みを行っています

　マスコミやメールマガジン、ホームページを使って、
関西の人に情報発信を行っています。また、観光展な
どのいろいろなイベントも行っています。

観光・情報発信

　鳥取県内に関西の企業を誘致するため、県内工業用
地のあっせん、各種情報などを提供しています。企業情報

　ＵJIターンを希望する人には、アドバイザーが企業
や生活関連についての情報提供、相談を行っています。ＵＪＩターン情報の提供

　販路開拓の専門職員が、関西への鳥取県内の産品売
込みを行います。県内産品の売り込み

東京、名古屋の鳥取県事務所もよろしく
▽鳥取県東京本部
   〒１０２‐００９３  東京都千代田区平河町２‐６‐３
　都道府県会館１０階（電話０３-５２１２-９０７７）
　Ｅメールアドレス  tokyo@pref.tottori.jp 
▽鳥取県名古屋本部
　〒４６０‐０００８　名古屋市中区栄４‐１‐１
　中日ビル４階（電話０５２‐２６２‐５４１１）
　Ｅメールアドレス　nagoyajimusho@pref.tottori.jp 

私たちがお待ちしています
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土
地
価
格
等
･
家
屋
価
格
等

縦
覧
簿
の
縦
覧
と

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

▽
土
地
価
格
等
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
簿
の
縦
覧

期
間　

４
月
１
日
～
６
月
１
日

時
間　

平
日
の
午
前
８
時　

分
～

３０

午
後
５
時　

分
ま
で

１５

場
所　

役
場
住
民
課

閲
覧
で
き
る
人　

土
地
、
家
屋
の

納
税
義
務
者

▽
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

期
間　

４
月
１
日
か
ら
、
平
日
の

午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時　

分

３０

１５

ま
で

場
所　

役
場
住
民
課

閲
覧
で
き
る
人　

固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者（
本
人
の
台
帳
閲
覧
）、

借
地
人
、
借
家
人
（
借
り
て
い
る

物
件
の
台
帳
閲
覧
）

問
合
せ　

役
場
住
民
課（
電
話　

‐
７２

０
３
３
３
）

広報ひの ２００９年３月号

　スポーツ安全保険は、アマチュアのスポーツ・文化・ボランティア活動などの団体を対象に、活動中

の事故などを補償する制度で、現在１,０００万人の加入実績があります。

　加入内容、申し込みなど、詳しくは教育委員会までお問合せください。

■現在加入受付中　■保険期間：４月１日から１年間

■問合せ：町教育委員会事務局（電話７２‐２１０７）

　　　　　（財）スポーツ安全協会鳥取県支部（県体育協会内、電話０８５７‐２８‐１２８８）

傷害保険（保険金額）  年間掛金
（１人当たり）

対  象  団  体
（団体活動を行う５人以上で加入してください） 通　院

（日額）
入　院

（日額）
後遺障害
（最高）

死　亡

１,５００円４,０００円３,０００万円２,０００万円　　６００円
子どもの団体（中学生以下）
大人の文化・ボランティア・地域活動（１６歳以上）

１,５００円４,０００円３,０００万円２,０００万円　１,６００円大人のスポーツ活動（１６歳以上）

１,０００円１,８００円９００万円６００万円　　８００円６５歳以上のスポーツ活動

１,０００円１,８００円７５０万円５００万円　９,０００円危険度の高いスポーツ活動
 共済見舞金…突然死（急性心不全、脳内出血など）
　　　　　　 １８０万円

賠償責任保険（免責金額なし）…身体・財物賠償合算１事故５億円
ただし、身体賠償は１人１億円程度

　

２
月　

日
、
中
山
小
学
校
で
開

１１

か
れ
た
、
西
伯
郡
サ
ッ
カ
ー
協
会

主
催
の
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
に
、
日

野
町
の
根
雨
Ｓ
Ｃ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
が
出
場
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で

準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

▽
出
場
選
手
（
敬
称
略
）
＝
写
真
前

列
左
か
ら
、
宮
本
岳
（
日
南
町
）、

国
重
知
弘
（
根
雨
小
）、
小
林
弦
生

（
根
雨
小
）、
後
列
左
か
ら
、
藤
原

知
也
（
根
雨
小
）、
矢
田
貝
洋
平

（
根
雨
小
）、
佐
々
木
桐
子
（
根
雨

小
）　 根

雨
Ｓ
Ｃ
が
フ
ッ
ト
サ
ル
で
準
優
勝

　

平
成　

年
３
月
に
高
校
、
大
学

２１

な
ど
を
卒
業
す
る
人
や
、
一
般
の

求
職
者
を
対
象
に
、
参
加
企
業
が

業
務
説
明
や
予
備
面
接
な
ど
を
行

う
、
就
職
応
援
面
接
会
を
行
い
ま

す
。（
参
加
無
料
、
履
歴
書
不
要
、

予
約
不
要
）

日
時
・
場
所　

①
米
子
会
場
＝
米

子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

【
３
月　

日
（
水
）
午
後
１
時　

２５

３０

分
～
午
後
３
時　

分
】

３０

②
倉
吉
会
場
＝
倉
吉
未
来
中
心

【
３
月　

日
（
金
）
午
後
１
時　

２７

３０

分
～
午
後
３
時　

分
】

３０

参
加
企
業　

鳥
取
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.pref.totto

ri.lg.jp/koyoukakuho

）に
掲

載
予
定

問
合
せ　

鳥
取
労
働
局
職
業
安
定

部
職
業
安
定
課（
電
話
０
８
５
７
‐

　

‐
１
７
０
７
）

２９

と
っ
と
り
就
職
応
援
面
接
会



人権のまち  ひの０１

に
ぎ
や
か
に
交
流
し
た
２
日
間

 

▽
第　

回
日
野
町
解
放
文
化
祭

３１

　

昨
年
の　

月
６
日
、
７
日
の
２
日
間
、
町

１２

解
放
文
化
祭
が
、
下
榎
隣
保
館
・
集
会
所
と
、

老
人
憩
の
家
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

人
権
問
題
の
解
消
と
、
地
域
の
人
た
ち

と
の
交
流
を
目
指
し
て
開
か
れ
る
解
放
文

化
祭
も
、
今
回
で　

回
を
迎
え
ま
し
た
。

３１

　

１
日
目
に
は
、
セ
ル
プ
ひ
の
の
皆
さ
ん

に
よ
る
講
演
や
寸
劇
、
も
ち
つ
き
大
会
と

日
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
会
が
行
わ

れ
、
２
日
目
に
は
そ
ば
う
ち
講
習
会
や
、
恒

例
の
演
芸
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
手
芸
品
や
生
け
花
、
書
道
や
絵
な

ど
の
作
品
展
も
あ
り
、
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

日野町人権・同和教育推進協議会 広報紙

２００９年３月発行



人権のまち  ひの ０２

実
り
あ
る
研
究
集
会
に

　

開
会
行
事
で
は
、
は
じ
め
に
景

山
町
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
し
、「
国
内
で
は
、
毎
日
の

よ
う
に
、
人
権
を
無
視
し
た
事
件

が
起
こ
る
な
ど
、
自
己
中
心
的
な

世
の
中
に
な
っ
て
い
る
。
人
間
ら

し
い
世
の
中
を
築
く
た
め
、
こ
の

集
会
が
実
り
あ
る
も
の
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
矢
田
貝
勝
実
行
委
員
長

が
、「
研
究
集
会
が
目
指
す
も
の
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

▽
研
究
集
会
が
目
指
す
も
の

（
要
旨
）

　

人
権
の
種
を
ま
こ
う
、
育
て
よ
う

 　

▽
人
権
啓
発
講
演
会
お
よ
び
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会



人権のまち  ひの０３

▽
講
演
内
容
（
要
旨
）　

　

な
ま

■
家
庭
の
あ
り
方

■
地
域
の
中
で

■
人
生
を
豊
か
に

■
心
の
コ
ッ
プ

心
の
コ
ッ
プ
、
い
つ
も
上
向
き
に

 　

▽
人
権
啓
発
講
演
会

「
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
、
い
き
い
き
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

山 田 修 平 さん
１９４５年岐阜県生まれ、京都府育ち。

１９７９年、鳥取女子短期大学に着任。

２００２年、鳥取短期大学学長就任。

現在、鳥取県教育委員会委員長も務める。

専門は労働経済、社会福祉と幅広く活躍。

■
最
後
に
す
て
き
な
言
葉
を

人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
に

 　

今
回
の
人
権
啓
発
講
演
会
で
は
、
鳥
取
短
期
大
学
学
長
の
山
田
修

平
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
人
と
人
権
の
つ
な
が
り
か
ら
考
え
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



▽
地
域
生
活
の
面
か
ら

末
次　

黒
坂
小
学
校
で
は
、
主
に

訪
問
活
動
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
ふ
れ
あ
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
５
・
６
年
生
を
中
心
に
町
内

の
施
設
へ
訪
問
し
て
い
ま
す
が
、

初
め
は
不
安
が
っ
て
い
た
子
ど
も

も
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
温
か

く
迎
え
て
い
た
だ
い
た
り
、
歌
や

笛
の
演
奏
に
拍
手
を
い
た
だ
き
、

意
欲
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

活
動
で
は
、
生
け
花
や
、
昔
の
遊

び
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
、
高
齢

者
を
尊
敬
し
、
癒
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
こ
う
し
た
活
動
が
、
日

常
的
な
高
齢
者
と
の
つ
な
が
り
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▽
家
庭
生
活
の
面
か
ら

生
田
直
子　

家
庭
生
活
の
面
か
ら
、

認
知
症
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

た
。

　

町
内
の
介
護
認
定
者
の
う
ち
、

認
知
症
に
か
か
っ
て
い
る
人
は
１

６
７
人
で
、
約
６
割
。
認
知
症
は
、

高
齢
期
に
は
あ
り
ふ
れ
た
病
気
で
、

恥
ず
か
し
い
こ
と
も
、
み
っ
と
も

な
い
こ
と
も
な
い
の
で
、
早
め
に

医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
に
か
か
っ
て
も
、
適
切

な
ケ
ア
や
工
夫
で
、
生
活
の
不
自

由
や
介
護
者
の
負
担
を
軽
く
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
が
進
ん
で
も
、
心
は
豊

か
に
生
き
て
お
り
、
そ
の
人
の
尊

厳
を
支
え
る
介
護
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
誤
っ
た
り
間
違
っ
た
り

す
る
認
知
症
患
者
を
理
詰
め
で
説

得
し
て
も
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

説
得
よ
り
も
、
穏
や
か
な
対
応
を

優
先
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
う
し

た
か
か
わ
り
が
家
庭
か
ら
ご
近
所

へ
広
が
っ
て
い
け
れ
ば
良
い
と
思

い
ま
す
。

 

▽
地
域
生
活
の
面
か
ら

谷
口　

下
榎
の
高
齢
者
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。
下
榎
の
高
齢
化

率
は
約　

％
。
私
が
集
落
を
回
る

３１

と
き
に
心
が
け
て
い
る
の
は
、
あ

人権のまち  ひの ０４

地
域
で
高
齢
者
を
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
を

 

▽
第　

回
日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

３３

▼コーディネーター

山下　弘彦さん
（日野ボランティア・
ネットワーク事務局）

▼報告者

末次　邦彦さん
（黒坂小学校教諭）

▽
高
齢
者
を
取
り
巻
く
状
況
を
報
告

山
下　

日
野
町
の　

歳
以
上
の
人
口
は
約　

％
と
き
わ
め
て
高
い
。

６５

３９

　

高
齢
者
の
た
め
の
国
連
原
則
は
「
自
立
・
参
加
・
ケ
ア
・
自
己
実
現
・

尊
厳
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
４
人
の
皆
さ

ん
か
ら
、
各
分
野
の
現
状
・
課
題
を
報
告
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



い
さ
つ
と
声
か
け
。
皆
さ
ん
か
ら

聞
く
言
葉
は
、「
施
設
や
病
院
は

お
金
が
か
か
り
入
り
に
く
い
」「
家

族
に
迷
惑
が
か
か
る
」
と
い
う
も

の
で
心
が
痛
み
ま
す
。

　

今
年
度
、
榎
の
美
老
人
会
が
再

設
立
さ
れ
、
生
き
い
き
と
楽
し
い

人
生
を
送
る
こ
と
を
願
い
、
月
に

一
度
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
介
護
の
面
か
ら

生
田
公
恵　

老
い
は
誰
で
も
通
る

道
と
思
い
、
日
野
郡
内
の
老
人
保

健
施
設
な
ど
を
見
学
し
て
み
ま
し

た
。

　

現
場
で
介
護
し
て
お
ら
れ
る
人

は
、
介
護
さ
れ
る
人
へ
の
禁
句
集

や
、
施
設
の
教
訓　

か
条
を
守
っ

１０

た
り
、
入
室
す
る
と
き
は
ノ
ッ
ク

を
す
る
な
ど
、
人
権
を
第
一
に
考

え
て
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

「
で
き
れ
ば
自
宅
に
帰
れ
る
よ
う

に
し
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
介
護

士
さ
ん
の
本
音
も
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
野
菜
な
ど
を
持
っ
て

き
て
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま

す
」
と
も
。
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
近
所
の
人
た
ち
で
少
し
で
も

手
伝
え
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

施
設
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
域
に

も
っ
と
開
放
し
た
い
、
も
っ
と
地

域
の
人
に
来
て
ほ
し
い
と
の
、
前

向
き
な
施
設
運
営
を
感
じ
ま
し
た
。

山
下　

皆
さ
ん
の
話
を
ま
と
め
る

と
、
地
域
の
高
齢
化
が
進
ん
で
、

高
齢
者
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、

子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
人
た
ち
が

高
齢
者
と
交
流
し
、
か
か
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

▽
会
場
の
参
加
者
か
ら

山
下　

今
度
は
、
会
場
の
皆
さ
ん

か
ら
、
地
域
の
高
齢
者
の
人
権
課

題
に
つ
い
て
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
。

参
加
者
①　

私
が
住
ん
で
い
る
自

治
会
の
高
齢
化
率
は
、
約
６
割
。

独
居
世
帯
も　

あ
り
ま
す
。
ぽ
か

１２

ぽ
か
教
室
や
、
病
院
の
健
康
教
室

を
開
い
て
も
、
集
ま
る
の
は
男
性

だ
け
。
こ
れ
か
ら
は
、
女
性
に
も

集
ま
っ
て
も
ら
え
る
機
会
を
作
ろ

う
と
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
進

め
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

参
加
者
②　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に

は
３
つ
の
目
標
が
あ
り
、
そ
れ
は
、

地
域
に
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
、
高
齢
者
を
一
人
に
さ
せ
な
い
、

災
害
時
に
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
、

と
い
う
も
の
で
す
。

　

田
舎
で
も
近
所
と
の
ふ
れ
あ
い

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
、
人
権

問
題
も
支
え
合
い
・
助
け
合
い
が

大
切
。
そ
ん
な
地
域
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

参
加
者
③　

介
護
保
険
の
導
入
に

よ
っ
て
、
む
し
ろ
地
域
で
の
連
携

や
支
え
合
い
が
薄
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
日
野
郡
内
の
一
般

事
業
者
の
中
で
、
地
域
の
高
齢
者

に
異
状
が
あ
れ
ば
行
政
に
通
報
す

る
取
り
組
み
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
専
門
家
だ
け
で

な
く
、
地
域
全
体
で
取
り
組
む
仕

掛
け
作
り
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

参
加
者
④　

春
に
日
野
町
に
転
勤

し
て
き
て
感
じ
た
こ
と
は
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
人

が
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る

こ
と
。「
ば
ん
な
り
ま
し
た
」
と
、

な
じ
み
や
す
く
あ
い
さ
つ
で
き
る

こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。

　

高
齢
化
率
を
下
げ
る
に
は
、
若

者
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
が
、
日
野
町
は
、
地
域
の
魅
力

が
う
ま
く
生
か
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

人権のまち  ひの０５

▼報告者

生田　直子さん
（日野町地域包括

支援センター）

▼報告者

生田　公恵さん
（日野町男女共同参画

推進会議）

▼報告者

谷口カナ枝さん
（日野町生活相談員）

▽まとめ
山下　今日の話の中で、勇気が出てくることがあったのではと思います。
　認知症になるのは恥ずかしいことでしょうか。これだけの高齢化率になれば、
いずれ認知症になるのは当たり前かもしれません。ふだんから、「もし私がお
かしな事を言い始めても、それも私だからよろしくね」など、少しでも言える
ようにならないでしょうか。地域の課題を見過ごさないで、みんなで話し合っ
て、必要なことがあれば声を上げていくことが大事なのではと感じました。
　これを小地域座談会や自治会の場での話し合いにつなげていただければ、今
日のこの時間が有意義になっていくと思います。



優
し
い
思
い
や
り
の
心
育
て
る

人
権
の
花
運
動
へ
感
謝
状

　今年度、根雨小学校と黒坂小学
校では、パンジーやマリーゴール
ドなどの花の栽培を通して命の
大切さなどを学ぶ、「人権の花運
動」に取り組みました。
　２月１８日、この運動を主催す
る、鳥取地方法務局米子支局と米
子人権擁護委員協議会から、各学
校へ感謝状と記念品が贈られま
した。

【人権の花運動】
　

　花の種や球根などを、児童が協力し
ながら育てることを通して、協力・感
謝することの大切さを学ぶとともに、
優しい思いやりの心や人権思想を育
てることを目的としたもので、昭和
５７年度から行われています。
　町内では、昨年度に日野中学校と、
根雨小学校、黒坂小学校が取り組みま
した。今年度は、根雨小と黒坂小が引
き続き取り組みました。　

根雨小では、児童代表の足羽秀吉さんが受け取りました

「花のように学校を明るくしたい」とお礼を（黒坂小）

人権のまち  ひの ０６

■当日参加者数：２４２人　■アンケート回答者数：９３人

 

⑦その他の感想・意見など（主なもの）…久しぶりに、血や肉となるような講演を聴くことがで
きた▽意見は出たが、具体的にはどうするの？▽分かりやすい講演会でした。シンポジウムも充
実していたが、終了時間が遅いので、開会を早めるとかできなかったか▽シンポジウムが報告に
終わったきらいがある。掘り下げて、どう取り組むのかの議論があっても良かったのではないか。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

①参加者の性別

④講演の感想

②参加者の年齢

⑤シンポジウムの内容

③講演の内容について

⑥シンポジウムの感想

（
複
数
回
答
あ
り
）

（
複
数
回
答
あ
り
）

（
複
数
回
答
あ
り
）



　

昨
年
の　

月　

日
、　

日
の
２

１１

２８

２９

日
間
、
奈
良
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第　

回
全
国
人
権
・
同
和
教
育

６０

研
究
大
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
全
体
会
に
引
き
続
き
、
進

路
・
学
力
保
障
分
科
会
第
一
分
散

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、「
子
ど
も
た
ち
の

未
来
を
拓
く
進
路
・
学
力
保
障
を

ど
う
す
す
め
て
い
る
か
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
、
特
に
「
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
が
、
学
校
や
地
域

で
の
活
動
を
通
し
て
、
反
差
別
の

価
値
観
で
つ
な
が
り
あ
い
、
仲
間

と
共
に
自
ら
の
生
活
・
進
路
を
ど

う
切
り
拓
い
て
い
る
か
明
ら
か
に

し
よ
う
」
と
い
う
課
題
を
メ
イ
ン

と
し
て
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
分
科
会
で
は
、
２
日
間
で

６
本
の
レ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
熊
本
県
津
森
小
学
校

の
山
口
さ
ん
が
報
告
さ
れ
た
の
は
、

「
障
が
い
」
の
あ
る
も
も
こ
さ
ん

が
、
特
別
支
援
学
校
で
は
な
く
地

域
の
学
校
で
あ
る
津
森
小
で
学
ぶ

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
し
た
。

　

特
別
支
援
学
校
で
は
、
そ
の
子

の
「
障
が
い
」
に
応
じ
た
支
援
が

で
き
る
よ
う
に
、
物
的
、
人
的
な

体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
子
の
「
自
立
」
に
向
け
た
教

育
課
程
が
組
ま
れ
、
支
援
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
特
別
支
援
学
校
に
通

う
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
子
自
身

が
「
自
分
の
住
ん
で
い
る
自
分
の

学
校
に
通
う
」
と
い
う
「
当
た
り

前
」
の
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
や
や
も
す
れ

ば
、「
障
が
い
」
が
あ
る
子
は
特
別

支
援
学
校
で
学
ぶ
と
い
う
こ
と
が
、

さ
も
「
当
た
り
前
」
で
あ
る
か
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
。

　

も
も
こ
さ
ん
の
お
母
さ
ん
は
、

「
何
で
そ
ん
な
に
津
森
小
に
や
り

た
い
？
」
と
問
わ
れ
た
こ
と
に
疑

問
を
持
た
れ
ま
す
。
他
の
子
は
、

そ
ん
な
こ
と
は
問
わ
れ
な
い
の
に
、

な
ぜ
も
も
こ
さ
ん
だ
け
が
問
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
。
山

口
さ
ん
は
、
そ
の
こ
と
を
、
学
級

の
子
ど
も
た
ち
に
返
し
て
、
そ
の

こ
と
自
体
が
差
別
な
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
か
れ
ま
し
た
。

　
「
障
が
い
」
の
あ
る
子
が
、「
自

立
」
し
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
、

仲
間
と
共
に
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。「
分
け
て
育
て

る
」
の
で
は
な
く
、「
共
に
育
つ
」

と
い
う
視
点
で
、
学
校
や
社
会
の

し
く
み
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
大
会
で
採
択
さ
れ
た

大
会
宣
言
に
、『
し
か
し
な
お
、
今

日
も
机
に
い
な
い
あ
の
子
た
ち
が

い
る
。
大
人
た
ち
の
個
別
化
す
る

労
働
・
生
活
の
中
で
、
現
代
の
貧

困
が
あ
り
、
就
学
援
助
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
。
薄
れ

て
い
く
地
域
の
き
ず
な
の
中
で
、

仲
間
と
の
つ
な
が
り
を
失
い
、
孤

立
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
が
い
る
。

人
が
人
と
出
会
い
、
つ
な
が
り
、

高
め
合
う
、
そ
し
て
、
人
間
の
尊

厳
と
、
平
等
で
譲
る
こ
と
の
で
き

な
い
権
利
と
を
承
認
す
る
、
人
権

文
化
に
根
ざ
す
教
育
と
社
会
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
』
と
い
う
く
だ

り
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
生
活
や
学
習
権
が
侵
害
さ
れ
て

い
る
現
実
が
あ
り
、
そ
の
背
景
に

は
、
家
庭
が
お
か
れ
て
い
る
労
働

や
生
活
の
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
を
し
っ
か
り
と
と
ら

え
、
事
実
と
向
き
合
う
中
か
ら
教

育
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
確
か
な

実
践
を
積
み
重
ね
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
、
強
く
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
ま
さ
に
、
全
同
教
が
大
切
に

し
て
き
た
「
差
別
の
現
実
か
ら
深

く
学
ぶ
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人権のまち  ひの０７

　

昨
年　

月　

～　

日
の
３
日
間
、

１０

１８

２０

香
川
県
高
松
市
で
行
わ
れ
た
、

「
第　

回
全
国
解
放
保
育
研
究
集

３１

会
」
の
、　

日
の
全
体
会
と
、　

１８

１９

日
の
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、「
基
調
提
案
」
と

し
て
、
今
年
は
世
界
人
権
宣
言
の

国
連
採
択　

周
年
に
あ
た
る
年
と

６０

い
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
保
育
を

と
り
ま
く
環
境
と
い
う
こ
と
で
、

「
出
産
率
の
高
い
他
の
国
と
比
べ

て
、
明
ら
か
に
育
児
休
業
、
保
育

所
の
整
備
な
ど
、
子
育
て
を
支
援

す
る
制
度
や
施
設
の
整
備
が
充
実

し
て
い
な
い
こ
と
」、
政
府
が
進

め
て
い
る
「
保
育
の
市
場
化
」
に

よ
る
弊
害
、
な
ど
の
課
題
や
問
題

点
な
ど
が
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
に
は
、
市
内
各
所
で
行
わ

１９
れ
た
分
科
会
で
の
う
ち
、「
保
育

所
・
幼
稚
園
・
地
域
・
小
学
校
・

中
学
校
の
連
携
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
は
、
兵
庫
県
連
の
方

か
ら
こ
ん
な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
る
母
親
が
、
子
ど
も
に
被
差

別
部
落
出
身
で
あ
る
事
を
成
長
の

成
り
行
き
で
言
う
事
に
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
あ
る
講
演

会
で
、
講
師
に
「
差
別
受
け
る
ん

は
、
あ
ん
た
や
な
い
で
。
直
接
傷

つ
け
ら
れ
る
ん
は
、
あ
ん
た
の
大

切
な
子
ど
も
や
。
成
人
す
る
ま
で

ム
ラ
の
子
だ
と
知
ら
さ
れ
ず
大
き

く
な
っ
て
闘
う
力
を
何
ひ
と
つ
付

け
て
へ
ん
子
が
何
人
も
命
を
絶
っ

た
例
が
あ
る
ん
や
で
。
子
ど
も
に

と
っ
て
、
知
る
の
は
1
日
で
も
早

い
ほ
う
が
え
え
で
。
知
る
時
期
が

延
び
れ
ば
延
び
る
ほ
ど
苦
し
む
で
。

親
で
あ
っ
て
も
守
り
き
る
こ
と
で

け
へ
ん
ね
ん
。
自
分
で
闘
う
し
か

な
い
ね
ん
。」
と
言
わ
れ
た
そ
う

で
す
。
母
親
は
ど
ん
な
と
き
で
も

「
守
っ
て
あ
げ
る
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
親
元
を
離
れ

し
ま
っ
た
ら
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
こ
と
を
知
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
、
い
く
つ
か
資
料
な
ど
を

見
て
調
べ
た
自
分
の
感
想
で
す
が
、

部
落
差
別
と
は
、
歴
史
が
残
し
た
、

一
種
の
負
の
遺
産
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
差
別
と
は
、
み
ん
な
が

一
生
付
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

誰
も
が
平
等
に
学
べ
る
権
利
を

 

▽
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会　

参
加
報
告　

根
雨
小
学
校
教
諭　

砂 
流  
誠 
吾

差
別
は
歴
史
の
「
負
の
遺
産
」

 

▽
全
国
解
放
保
育
研
究
集
会　

参
加
報
告　

ひ
の
っ
こ
保
育
所 
保
護
者
代
表　

藤 
原  
康 
洋



人権のまち  ひの ０８

　

私
に
は
、
今
す
ご
く
不
安
な
事
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
今
現
在
の
事
で
は
な
く

て
将
来
の
事
で
す
。
私
が
住
ん
で
い
る
所

は
、
の
ど
か
で
近
所
付
き
合
い
も
よ
く
、

み
ん
な
が
仲
良
く
て
と
て
も
良
い
所
で
す
。

　

で
も
、
こ
こ
は
昔
か
ら
差
別
さ
れ
て
い

る
地
域
で
す
。
こ
こ
は
被
差
別
部
落
で
す
。

私
は
、
こ
ん
な
に
良
い
所
が
な
ぜ
差
別
さ

れ
て
き
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

最
初
に
言
っ
た
、
私
が
将
来
不
安
な
事

と
は
、
結
婚
差
別
で
す
。
も
う
来
年
に
な

れ
ば
十
六
才
。
結
婚
が
で
き
る
年
に
な
る

の
で
す
。
今
ま
で
に
私
は
、
い
ろ
い
ろ
な

人
に
結
婚
差
別
の
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

小
さ
い
こ
ろ
は
、
実
感
が
な
か
っ
た
け
れ

ど
も
今
は
す
ご
く
気
に
な
っ
て
不
安
で
す
。

被
差
別
部
落
だ
か
ら
…
と
、
将
来
結
婚
で

き
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
私
が
好
き

に
な
っ
た
人
に
、
被
差
別
部
落
出
身
だ
か

ら
と
結
婚
で
き
な
く
な
っ
た
ら
…
私
は
考

え
た
だ
け
で
も
辛
く
な
り
ま
す
。
被
差
別

部
落
の
人
が
何
を
し
た
の
で
し
ょ
う
。
個

人
的
な
う
ら
み
な
ど
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
な
の
に
な
ん
で
…
と
す
ご
く
腹
が
立

ち
ま
す
。
そ
れ
に
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

私
自
身
も
不
安
だ
し
、
何
よ
り
家
族
を

見
て
い
る
と
よ
く
不
安
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
私
に
は
兄
が
二
人
い
ま
す
。
一

番
上
は
、
よ
く
家
に
彼
女
を
つ
れ
て
帰
っ

て
き
ま
す
。
仲
の
良
さ
そ
う
な
姿
も
見
る

し
、
私
も
仲
良
く
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
て
い

る
時
に
、
ふ
っ
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
こ
こ
が
被
差
別
部
落
だ
と
知
っ

て
い
る
の
か
な
？
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
と

し
た
ら
、
聞
い
た
時
ど
う
な
る
の
か
な
？

相
手
の
親
の
方
は
な
ん
て
言
う
の
か
な
？

結
婚
と
も
な
る
と
反
対
さ
れ
て
別
れ

ち
ゃ
っ
た
り
す
る
の
か
な
？
と
、
あ
げ
る

と
い
っ
ぱ
い
あ
る
け
ど
、
こ
ん
な
に
沢
山

の
事
が
頭
を
よ
ぎ
る
の
で
す
。
も
し
、
そ

ん
な
風
に
な
っ
た
ら
、
お
兄
ち
ゃ
ん
ど
う

す
る
ん
だ
ろ
う
…
っ
て
、
す
ご
く
不
安
に

な
り
ま
す
。
二
番
目
の
兄
は
、
今
、
就
職

し
て
横
浜
に
い
ま
す
。
こ
の
あ
い
だ

　
「
オ
レ
新
し
い
彼
女
で
き
た
よ
。
東
京

の
子
」

と
、
わ
ざ
わ
ざ
幸
せ
そ
う
な
メ
ー
ル
を
し

て
き
ま
し
た
。
私
は
、
う
ら
や
ま
し
い

な
ー
、
と
思
い
な
が
ら
、
お
兄
ち
ゃ
ん
に

彼
女
が
で
き
る
こ
と
は
私
に
と
っ
て
嬉
し

い
こ
と
で
し
た
。
け
れ
ど
も
そ
ん
な
時
に

も
、
東
京
の
子
は
人
権
学
習
を
し
て
い
る

の
か
な
？
部
落
差
別
に
つ
い
て
知
っ
て
い

る
の
か
な
？
も
し
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
被
差

別
部
落
出
身
者
っ
て
分
か
っ
た
ら
、
彼
女

は
ど
う
す
る
の
か
な
？
お
兄
ち
ゃ
ん
は
も

う
被
差
別
部
落
出
身
だ
、
と
言
っ
た
の
か

な
？
ま
た
そ
ん
な
事
が
い
っ
ぱ
い
頭
を
か

け
め
ぐ
り
ま
し
た
。

　

で
も
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
不
安
に
な
ら

な
き
や
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
。
ま
わ
り
の

学
校
の
み
ん
な
は
、
そ
ん
な
不
安
も
な
く

将
来
を
夢
見
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
。
と
う

ら
や
ま
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

で
も
私
は
、
こ
の
地
区
に
生
ま
れ
た
事

に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
、
こ
の
地
域
の
人
々
は
差
別
か
ら
立

ち
上
が
り
、
今
の
私
た
ち
の
た
め
に
暮
ら

し
や
す
い
揚
所
に
し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

だ
か
ら
、
私
は
差
別
に
負
け
た
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
私
は
『
出
会
い
』
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
今
ま
で
人
権

学
習
し
て
き
た
事
を
糧
に
、
差
別
と
向
き

合
っ
て
将
来
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。
だ
か

ら
、
私
の
考
え
を
理
解
し
て
く
れ
る
の
は

勿
論
で
す
が
、
共
に
差
別
に
立
ち
向
か
え

た
り
、
互
い
に
支
え
合
え
る
人
と
出
会
う

の
が
目
標
で
す
。
そ
の
人
と
の
出
会
い
は
、

結
婚
差
別
さ
れ
た
時
に
必
ず
私
の
力
に

な
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
こ
の
出
会
い
を
す
る
た
め
に
、

私
は
自
分
自
身
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
も

つ
だ
け
で
な
く
、
人
の
考
え
を
知
る
事
で

も
っ
と
自
分
の
考
え
を
深
め
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
思
い
を
う
ま
く

伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
で
す
。

▼
人
権
作
文   

出  
会  
い     　

　
　
     
日
野
中
学
校 
３
年　

西 
村  
美 
香

 

■人権啓発講演会での山田修平さんの言葉の中で、
一番皆さんの心に残ったのが「心のコップ」だった
と思います■相手を思いやるには、まず、相手を知
ること。相手を知るためには、自分の心を広く持
つことだと繰り返し訴える山田さんの言葉に、胸
を打たれた人も多いのではないでしょうか■みん
なの心の中に、上向きの大きなコップがいつもあ
るような社会であってほしいと願っています。



広報ひの ２００９年３月号

▼
議
案
①
＝
日
野
町
立
小
・
中
学

校
管
理
規
則
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

小
中
学
校
の
夏
季
休
業
日
（
夏

休
み
）
の
終
わ
り
を
、
８
月　

日
３１

か
ら
、
８
月　

日
に
改
正
す
る

２４

も
の
で
す
。
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
授

業
時
間
を
確
保
し
ま
す
。

▼
議
案
②
＝
日
野
町
立
学
校
学

校
薬
剤
師
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

根
雨
小
学
校
の
、
松
浦
明
美

学
校
薬
剤
師
の
辞
職
に
伴
い
、

４
月
か
ら
、
真
壁
寿
広
薬
剤
師

に
委
嘱
す
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
③
＝
日
野
町
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

３
月　

日
で
任
期
満
了
と
な

３１

る
標
記
の
委
員
を
、
平
成　

年
２３

３
月　

日
ま
で
再
任
す
る
こ
と

３１

と
し
ま
し
た
。

▼
議
案
④
＝
日
野
町
体
育
指
導

委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

３
月　

日
で
任
期
満
了
と
な

３１

る
標
記
の
委
員
を
、
平
成　

年
２３

３
月　

日
ま
で
再
任
す
る
こ
と

３１

と
し
ま
し
た
。

▼
議
案
⑤
＝
日
野
町
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
の
申
出
に
つ
い
て

　

人
権
教
育
推
進
員
、
生
活
相

談
員
の
報
酬
月
額
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
条
例
の
一
部
改
正
を

町
長
に
申
し
出
る
も
の
で
す
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

規
則
、
委
員
委
嘱
な
ど
に
つ
い
て
審
議

発
生
頻
度
・
規
模
が
増
大

 　

黄
砂
は
、
中
央
・
東
ア
ジ
ア
内

陸
部
の
乾
燥
地
域
で
上
空
に
巻
き

上
げ
ら
れ
た
土
壌
・
鉱
物
粒
子
が

偏
西
風
に
乗
っ
て
東
ア
ジ
ア
の
広

範
囲
に
飛
来
し
、
大
気
中
に
浮
遊

あ
る
い
は
降
下
す
る
現
象
で
す
。

　

近
年
、
そ
の
発
生
頻
度
や
規
模

が
増
大
し
て
お
り
、
中
国
で
は
農

業
生
産
や
生
活
環
境
に
し
ば
し
ば

重
大
な
被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

黄
砂
は
、
単
な
る
季
節
的
な
気

象
現
象
か
ら
、
土
地
の
劣
化
・
砂
漠

化
と
い
っ
た
人
為
的
影
響
に
よ
る

環
境
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
人
体
へ
の
影
響
も

　

黄
砂
の
粒
子
に
は
石
英
、
長
石
、

雲
母
な
ど
の
鉱
物
が
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
土
壌
由
来
で
は
な

い
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
、
硫
酸

イ
オ
ン
、
硝
酸
イ
オ
ン
な
ど
も
検

出
さ
れ
、
飛
来
す
る
途
中
で
大
気

汚
染
物
質
を
取
り
込
ん
で
い
る
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ビ
や
細
菌
な
ど
生
物

起
原
の
物
質
の
付
着
の
可
能
性
も

考
え
ら
れ
て
お
り
、
少
量
の
黄
砂

で
も
人
体
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

韓
国
や
台
湾
で
は
、
心
肺
疾
患

患
者
の
症
状
が
悪
化
す
る
と
い
う

報
告
も
あ
り
、
最
近
に
な
っ
て
、

国
内
で
も
黄
砂
と
疾
病
に
関
す
る

調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
わ
が
国
で
は
黄

砂
に
よ
る
重
大
な
健
康
被
害
は
報

告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
継
続
的
・

横
断
的
な
調
査
が
必
要
で
す
。

　
今
後
の
研
究
に
期
待

　

鳥
取
大
学
乾
燥
地
研
究
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
医
学
部
で
は
、
国
内

と
並
行
し
て
黄
砂
の
発
生
源
で
あ

る
モ
ン
ゴ
ル
や
中
国
に
お
い
て
、

気
象
・
土
壌
・
住
民
の
健
康
調
査

を
行
い
、
発
生
過
程
か
ら
環
境
、

社
会
、
健
康
へ
の
影
響
な
ど
包
括

的
な
黄
砂
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

国
境
を
超
え
た
問
題
で
あ
る
だ

け
に
今
後
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

黄
砂
と
健
康
被
害

 
日
野
病
院
、
鳥
取
大
学
乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー　

大
谷   
眞
二 

し
ん
じ

広大なモンゴルの平原

健
闘
を
祈
り
ま
す

小
中
学
生
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
に
出
場
（
敬
称
略
）

▽
第　

回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
（
三
重
県
）

２０

　

出
場
＝
後
藤
直
哉
（
日
野
中
）、
吉
原
毅
（
日
野
中
）

▽
第
８
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
（
千
葉
県
）

　

出
場
＝
山
本
龍
星
（
根
雨
小
）、
西
村
匠
平
（
黒
坂
小
）、

　
　
　
　

松
本
美
季
（
根
雨
小
）、
山
本
沙
里
菜
（
根
雨
小
）、

　
　
　
　

小
川
晴
生
（
根
雨
小
）、
名
越
廉
（
多
里
小
）
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ジ
ゲ
で
生
涯
学
習
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

　

▼
下
黒
坂
で
「
出
前
公
民
館
」
を
開
き
ま
し
た

広報ひの ２００９年３月号

要
望
に
応
え
て
開
催

　

２
月
８
日
、
下
黒
坂
自
治
会
で

開
催
さ
れ
た
講
演
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
黒
坂
警
察
署
の
黒
パ

ト
劇
団
に
よ
る
、
還
付
金
詐
欺
を

テ
ー
マ
に
し
た
劇
や
、
町
産
業
振

興
課
に
よ
る
、
ご
み
減
量
化
に
つ

い
て
の
講
演
の
後
、
公
民
館
か
ら

は
、
出
前
公
民
館
活
動
の
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
、
日
ご
ろ
の

公
民
館
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
、
生
涯
学
習
が
ジ
ゲ
で
開

催
で
き
る
こ
と
が
紹
介
で
き
た

こ
と
は
、
今
後
の
事
業
開
催
に
、

大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ご
要
望
に
お
応

え
て
し
て
い
き
ま
す
。
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
参
加
者
か
ら
の
感
想

　

あ
な
た
の
地
域
に

公
民
館
が
出
か
け
ま
す
。

 
町
公
民
館
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
学
習
講
座
を
つ

く
る
出
前
公
民
館
を
始
め
ま
す
。

町
公
民
館
が
窓
口
と
な
っ
て
、
皆
さ
ん
に
、
気
軽
に

学
び
あ
う
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

 
出
前
公
民
館
は
・
・
・

★
誰
で
も
Ｏ
Ｋ　
 

（
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

ク
ル
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
）

★
ど
こ
で
も
Ｏ
Ｋ
（
希
望
す
る
場
所
で
開
催
）

★
い
つ
で
も
Ｏ
Ｋ
（
希
望
す
る
日
程
で
開
催
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
講
師
と
日
程
調
整
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

希
望
日
以
外
に
な
る
場
合
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　

り
ま
す
。）

活
動
メ
ニ
ュ
ー
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
出
前
行
政
講
座

　

町
の
仕
事
、
事
業
内
容
、
各
種
制
度
な
ど
に
つ
い

て
、
気
軽
に
楽
し
く
学
び
あ
い
ま
し
ょ
う

（
例
）・
今
年
の
予
算
～
町
の
家
計
簿
に
つ
い
て
～

　
　
  

・
税
金
の
基
礎
知
識

　
　
  

・
知
っ
て
安
心　

介
護
保
険

　
　
  

・
お
父
さ
ん
の
子
育
て
参
画
に
つ
い
て　

な
ど

★
出
前
体
験
講
座

　

色
々
な
体
験
学
習
講
座
を
実
施
。
地
域
で
生
か
す

た
め
に
、
一
緒
に
企
画
し
ま
し
ょ
う

（
例
）・
じ
げ
の
食
材
料
理
教
室

　
　
  
・
出
前
映
画
館

　
　
  
・
自
然
観
察
会

　
　
  

・
季
節
の
味
づ
く
り
教
室　

な
ど

大
き
な
声
を
出
し
て

元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う

▼
お
し
ど
り
学
園

　

２
月　

日
、
第　

回
お
し
ど
り

２０

１１

学
園
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
黒
坂
の
鳥
居
敏
子
さ

ん
の
指
導
と
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
、
童

謡
や
歌
謡
曲
を
歌
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
学
園
生
も
声
が
あ
ま

り
出
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
鳥

居
さ
ん
の
軽
快
な
ト
ー
ク
と
歌
唱

指
導
に
よ
り
、
徐
々
に
声
が
出
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
園
生
も

よ
く
知
っ
て
い
る
「
ゆ
き
」
や

「
ふ
じ
山
」
な
ど
を
歌
っ
て
和
み
、

「
あ
あ
人
生
に
涙
あ
り
」
で
は
、

体
操
の
よ
う
に
振
り
を
つ
け
て
体

を
動
か
し
ま
し
た
。
最
後
に
町
民

歌
「
き
ら
り
こ
の
町
」
を
歌
っ
て

終
わ
り
ま
し
た
。

　

歌
に
笑
い
に
よ
く
声
が
出
て
、

来
年
も
し
て
ほ
し
い
と
、
そ
の
場

で
鳥
居
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

体も動かしてリラックス

10



イ
ノ
シ
シ
で
「
ご
っ
つ
ぉ
う
」
作
っ
た
で

　
　

▼
男
性
の
料
理
教
室

　

３
月
８
日
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
、
男
性
の
料
理
教
室
を
開

き
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
食
材
に
は
、
今
年
も
イ

ノ
シ
シ
肉
を
使
い
、
今
回
は
、
中

華
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
料
理
に
親
し
ん
で

い
る
参
加
者
は
、
手
際
よ
く
材
料

を
切
り
そ
ろ
え
て
い
き
ま
す
。

　

初
心
者
も
、
講
師
の
飯
島
好
江

さ
ん
に
聞
き
な
が
ら
、
全
員
で
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
料

理
っ
て
楽
し
い
も
ん
だ
な
～
」
と

い
う
言
葉
が
聞
け
て
、
き
っ
か
け

づ
く
り
が
出
来
た
か
な
？
と
思
い

ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
猪
肉
の
酢
豚
風
、

猪
肉
と
に
ん
に
く
の
芽
の
炒
め
物
、

健
康
中
華
ス
ー
プ
を
作
り
ま
し
た
。

材
料
を
切
っ
て
炒
め
合
わ
せ
る
だ

け
な
の
で
、
家
に
帰
っ
て
も
で
き

る
な
～
と
い
っ
た
感
想
が
多
か
っ

た
で
す
。

公
民
館
と
一
緒
に

料
理
教
室
を
し
ま
し
ょ
う
！

　　

こ
の
料
理
教
室
の
メ
ニ
ュ
ー
は

出
前
公
民
館
で
も
実
施
で
き
ま
す
。

 

〔
参
加
者
の
感
想
か
ら
〕

 

■
楽
し
か
っ
た
こ
と
■

・
料
理
の
手
順
を
考
え
な
が
ら
手 

　

際
よ
く
作
業
を
行
う
こ
と
が
で

　

き
て
楽
し
か
っ
た
。
料
理
は
段

　

取
り
だ
と
再
確
認
し
た

・
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
に
ぎ
や

　

か
に
料
理
作
り
を
学
べ
た
こ
と

・
み
ん
な
と
和
気
あ
い
あ
い
と
で

　

き
た
こ
と

・
大
量
に
作
る
楽
し
さ

・
皆
さ
ん
で
料
理
を
作
る
こ
と
が

　

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す

小学校へ
遊びに行っています

　

～子どもと地域の大人の居場所づくり事業開催中～
　

　「地域の子どもは地域で育てる」。現在、根雨小学校と黒坂小
学校に地域の大人が訪問し、子どもたちと遊んでいます。
　第１・３水曜日が根雨小、第２・４水曜日が黒坂小です。そ
れぞれ地域の大人が放課後に多目的
教室で、こま回しやけん玉などの昔
の遊びや、オセロ、折り紙をして過
ごしています。とても和やかな雰囲
気です。
　子どもたちも、この日を楽しみに
待っています。多目的教室に来ると、
かばんを置くが早いか、「おじさん遊ぼう～」と声を掛けてきま
す。ヨッシャ、ヨッシャとうれしそうにうなずくおじさんたち
は、子どもたちから元気をもらっています。
　皆さんも、一緒に子どもたちと遊びませんか？お待ちしてい
ます。決して教える立場ではありません。「一緒になって遊
ぶ」んです。時間は、午後３時から午後４時３０分までです。問
合せは公民館まで！

～オセロをしている会話より～

地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す

　　

地
域
防
犯
・
生
活
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
協
議
会
（
通
称
青
パ
ト
）

で
は
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
を

不
審
者
か
ら
守
る
パ
ト
ロ
ー
ル

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
車
で
町

内
を
回
っ
て
く
だ
さ
る
人
、
下
校

時
に
通
学
路
に
立
っ
て
く
だ
さ

る
人
な
ど
、
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く

り
と
い
う
同
じ
目
的
を
持
っ
て

い
ま
す
。
不
審
者
に
よ
る
事
件

を
未
然
に
防
ぎ
、
全
町
・
各
地
区

で
、
多
く
の
会
員
の
力
で
、
安

全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る

人
は
、
協
議
会
事
務
局
（
町
公
民

館　

‐
０
２
１
２
）
ま
で
ご
連
絡

７４
く
だ
さ
い
。

広報ひの ２００９年３月号

アドバイスをもらいながら手際よく

栄養満点のメニューが出来上がり

青
パ
ト
会
員
募
集
中
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２ 
月 　
 

日 
、 

下
榎
集
会
所 
で
、

が
つ 

に
ち 

し
も
え
の
き
し
ゅ
う
か
い
し
ょ

１９

 
榎 
の 
実  
学
習
会 
の
２
０
０
８ 
年 

え 

み 

が
く
し
ゅ
う
か
い 

ね
ん

 
度  
閉
講
式 
を 
行 
い
ま
し
た
。

ど 

へ
い
こ
う
し
き 

お
こ
な

　
 

式 
で
は
、 
山
本
教
育
長 
と
、 

小 

し
き 

や
ま
も
と　

き
ょ
う
い
く
ち
ょ
う 

し
ょ
う

 
中
学
校 
の 
校
長
先
生 
か
ら
、 
子 
ど

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う 

こ
う
ち
ょ
う
せ
ん
せ
い 

こ

も
た
ち
に 
労 
い
と 
励 
ま
し
が
あ

ね
ぎ
ら 

は
げ

り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の 
一
年 
を

い
ち
ね
ん

 
振 
り 
返 
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の 
思 
い

ふ 

か
え 

お
も

や 
来
年
度 
に 
向 
け
て
の 
抱
負 
を

ら
い
ね
ん　

ど 

む 

ほ
う　

ふ

 
発
表 
し
ま
し
た
。

は
っ
ぴ
ょ
う

　
 
小
学
校 
６ 
年
生 
、
中
学
校
３
年

し
ょ
う
が
っ
こ
う 

ね
ん
せ
い

生
は
、
こ
れ
ま
で
の
思
い 
出 
や 
感 

で 

か
ん

 
謝 
の 
言
葉 
、 
後
輩 
た
ち
へ
の
メ
ッ

し
ゃ 

こ
と
ば 

こ
う
は
い

セ
ー
ジ
と
、 
新 
た
な 
旅
立 
ち
に
向

あ
ら 

た
び　

だ

け
て
の 
希
望 
な
ど
を 
作
文 
に
し

き　

ぼ
う 

さ
く
ぶ
ん

て
発
表
し
ま
し
た
。

　
 

最
後 
に 
隣
保
館
長 
か
ら
、
あ
い

さ
い
ご 

り
ん
ぽ
か
ん
ち
ょ
う

さ
つ
と
、
一
年 
間  
休 
ま
ず
学
習
会

か
ん 

や
す

に 
出
席 
し
た 
児
童 
、 
生
徒 
に 
表
彰 

し
ゅ
っ
せ
き 

じ　

ど
う 

せ
い　

と 

ひ
ょ
う
し
ょ
う

 
状 
が 
贈 
ら
れ
ま
し
た
。

じ
ょ
う 

お
く

あ も の が つ に ち  ど ご ご  じ

ろうじん  いこい い え  こ う し あだち としこ

い ば な そうげつりゅう に ち か ぷん

しもえのきしゅうかいしょ いくた きよこ

はなだい

にってい へんこう くわ

しもえのきりんぽかん じ か ん  よ て い ちょうみん

さ ん か き が る

４
月
の 
学
習
講
座 

が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ 

予
定 

よ
て
い

　

２ 
月 　
 

日 
、 

認
知  
症  
予
防 
に
つ

が
つ 

に
ち 

に
ん
ち 

し
ょ
う 

よ　

ぼ
う

17

い
て
の 
健
康
教
室 
が
、 

老
人  
憩 
の

け
ん
こ
う
き
ょ
う
し
つ 

ろ
う
じ
ん 

い
こ
い

 
家 
で 
行 
わ
れ
ま
し
た
。

い
え 

お
こ
な

　
 

今
回 
は
、 

町  
包
括  
支
援 
セ
ン

こ
ん
か
い 

ち
ょ
う 

ほ
う
か
つ 

し
え
ん

タ
ー 
職
員 
に
よ
る
、
認
知
症
予
防

し
ょ
く
い
ん

に
つ
い
て
の 
話 
と
、 

簡
単 
な
認
知

は
な
し 

か
ん
た
ん

証
の 
検
査 
を
行
い
ま
し
た
。

け
ん　

さ

　
 

最
初 
に
、 

日
常
生
活 
な
ど
に
つ

さ
い
し
ょ 

に
ち
じ
ょ
う
せ
い
か
つ

い
て
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に 
記 き

 
入 
し
た
あ
と
、
パ
ソ
コ
ン
の
タ
ッ

に
ゅ
う

チ
パ
ネ
ル
で
認
知
症
の
検
査
を
し

ま
し
た
。

　
 

次 
に
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の 
山
形 

つ
ぎ 

や
ま
が
た

 
所
長 
が
、
認
知
症
に
つ
い
て
、
そ

し
ょ
ち
ょ
う

の 
症
状 
や 
原
因 
、 

予
防
方
法 
な
ど

し
ょ
う
じ
ょ
う 

げ
ん
い
ん 

よ
ぼ
う　

ほ
う
ほ
う

を 
話 
し
ま
し
た
。

は
な

　

「
認
知
症
に
は
６
～
７ 
年 
の 
潜 

ね
ん 

せ
ん

 
伏
期
間 
が
あ
る
の
で
、
年
に
１ 
回 

ぷ
く　

き
か
ん 

か
い

ぐ
ら
い
は
検
査
を 
受 
け
た
ほ
う
が

う

 
良 
い
」
な
ど
、 
誰 
に
で
も 
発
症 
や 
介 

よ 

だ
れ 

は
っ
し
ょ
う 

か
い

 
護 
を
す
る 
立
場 
に
な
る 
可
能
性 
が

ご 

た
ち
ば 

か
の
う
せ
い

あ
る
だ
け
に
、 

参
加
者 
は 
熱
心 
に

さ
ん
か　

し
ゃ 

ね
っ
し
ん

 
聞 
い
て
い
ま
し
た
。

き

　
 

薬 
の 
開
発
研
究 
も 
進 
ん
で
い
る

く
す
り 

か
い
は
つ
け
ん
き
ゅ
う 

す
す

よ
う
で
す
が
、 

生
活
習
慣 
を 
今
一 

せ
い
か
つ
し
ゅ
う
か
ん 

い
ま
い
ち

 
度  
見
直 
し
て
予
防
に 
心 
が
け
、
お

ど 

み　

な
お 

こ
こ
ろ

か
し
い
と 
思 
っ
た
ら
、
ま
ず
、
か

お
も

か
り
つ
け
の
お 
医
者 
さ
ん
に 
相
談 

い　

し
ゃ 

そ
う
だ
ん

し
ま
し
ょ
う
。

 
年 
に
１ 
回 
は 
認
知  
症  
検
査 
を 
受 
け
ま
し
ょ
う　

ね
ん 

か
い 

に
ん
ち 

し
ょ
う 

け
ん
さ 

う

▽ 
健
康
教
室 
「
認
知
症 
予
防 
」　

け
ん
こ
う
き
ょ
う
し
つ 

よ　

ぼ
う

　 
在
日  
朝
鮮  
人 
の

ざ
い
に
ち 

ち
ょ
う
せ
ん 

じ
ん

 
現
状 
を 
聞 
く

げ
ん
じ
ょ
う 

き

　

▽ 
隣
保
館  
職
員  
研
修
会 

り
ん
ぽ
か
ん 

し
ょ
く
い
ん 

け
ん
し
ゅ
う
か
い

　
 

西
部  
地
区  
隣
保
館 
の 
職
員  
研 

せ
い
ぶ 

ち　

く 

り
ん
ぽ
か
ん 

し
ょ
く
い
ん 

け
ん

 
修
会 
が
、
２ 
月 　
 

日 
に
、 

米
子 

し
ゅ
う
か
い 

が
つ 

に
ち 

よ
な
ご

27

 
市  
中
央 
隣
保
館
で 
開 
か
れ
ま
し

し 

ち
ゅ
う
お
う 

ひ
ら

た
。

　

研
修
の 
内
容 
は
、
米
子
市 
在 

な
い
よ
う 

ざ
い

 
住 
の 
任  
国
主 
さ
ん
（ 
在
日  
朝
鮮 

じ
ゅ
う 

イ
ム 

ク
ッ
チ
ュ 

ざ
い
に
ち 

ち
ょ
う
せ
ん

 
人  
総  
連
合
会  
鳥
取
県  
本
部  
専 

じ
ん 

そ
う 

れ
ん
ご
う
か
い 

と
っ
と
り
け
ん 

ほ
ん
ぶ 

せ
ん

 
任 
）
に
よ
る
、「
在
日
朝
鮮
人
の

に
ん

 
過
去 
と 
現
在 
」
と 
題 
し
て
の 
講 

か　

こ 

げ
ん
ざ
い 

だ
い 

こ
う

 
演 
で
し
た
。

え
ん

　

任
さ
ん
は
朝
鮮
人 
四
世 
で
、

よ
ん
せ
い

 
和
歌
山  
県 
で 
生 
ま
れ
、
米
子
市

わ 

か 

や
ま 

け
ん 

う

に 
来 
る
こ
と
に
な
っ
た
い
き
さ

く

つ
や
、 
大
阪 
の
朝
鮮 
学
校 
に 
通 

お
お
さ
か 

が
っ
こ
う 

か
よ

う
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で

 
日
本 
び
い
き
だ
っ
た 
考 
え 
方 
が

に
ほ
ん 

か
ん
が 

か
た

朝
鮮
へ
と 
傾 
い
て
い
っ
た
こ
と
、

か
た
む

ま
た
、 
半
年
間  
北 
朝
鮮
に 
滞
在 

は
ん
と
し
か
ん 

き
た 

た
い
ざ
い

し
た
こ
と
な
ど
、 

自
分 
の 
体
験 

じ
ぶ
ん 

た
い
け
ん

か
ら 
得 
た
こ
と
を 
話 
し
ま
し
た
。

え 

は
な

　

ま
た
、「
生
ま
れ
て
か
ら　
 

年 ね
ん

３２

 
間 
日
本
で 
暮 
ら
し
て
い
る
が
、

か
ん 

く

日
本
の 
良 
さ
を
も
っ
と
朝
鮮
の

よ

 
人 
に
も 
知 
っ
て
も
ら
い
、 

学 
ん

ひ
と 

し 

ま
な

で
も
ら
い
た
い
」
と 
語 
っ
て
い

か
た

ま
し
た
。

子どもたちを激励する山本教育長

 
一
年
間 
の 
思 
い 
出 
や 
抱
負 
を 
発
表 

い
ち
ね
ん
か
ん 

お
も 

で 

ほ
う　

ふ 

は
っ
ぴ
ょ
う

 
榎 
の 
実  
学
習
会 
で 
閉
講
式 

え 

み 

が
く
し
ゅ
う
か
い 

へ
い
こ
う
し
き

広報ひの ２００９年３月号

画面に触れるだけで検査ができます
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広報ひの ２００９年３月号

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１４８４

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

●木のおもちゃづくり
４月１９日（日）９：３０～１２：００

場所：図書館車庫
■こいのぼりの組み木やパズルを
　作ります（要材料費）

●図書館おはなし会
４月２５日（土）１０：００～
場所：図書館絵本コーナー

■春の絵本、おはなし、わらべう
　たなど　（参加無料）

●サイエンスアカデミー講座
４月２５日（土）１０：３０～
場所：図書館郷土資料コーナー

■テーマ：「未定」

４月１日 ( 水 ) ～２７日 ( 月 )

〇印が休館日です

カレンダー

　

図
書
館
で
は
、
子
ど
も
の
時
か

ら
本
に
親
し
み
、
豊
か
な
感
性
を

育
て
て
も
ら
う
た
め
、
毎
月
、
ひ

の
っ
こ
保
育
所
と
子
育
て
支
援
室

へ
、「
お
は
な
し
の
出
前
」
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

昔
話
や
絵
本
の
読
み
き
か
せ
、

わ
ら
べ
う
た
や
紙
芝
居
な
ど
、
毎

回
図
書
館
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

打
ち
合
わ
せ
し
、
年
齢
や
季
節
に

合
っ
た
内
容
を
届
け
る
よ
う
、
心

が
け
て
い
ま
す
。

　

お
は
な
し
を
聞
い
た
子
ど
も
た

ち
は
目
を
輝
か
せ
て
「
楽
し
か
っ

た
よ
。
ま
た
来
て
ね
」
と
、
毎
月

心
待
ち
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

３月のおはなし会のメニュー

（０・１・２歳）
　

わらべうた「つくしはつんつん」

絵本「じどうしゃ」

詩「ぽいぽいたいそう」

うた「チューリップ」

絵本「とっとことっとこ」

かみしばい「おーい、はるだよー」

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い

る
生
田
章
男
さ
ん
（
本
郷
）
は
、

「
優
れ
た
絵
本
、
質
の
高
い
本
の

持
つ
力
と
す
ば
ら
し
さ
を
、
改
め

て
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
集
中
し
た
顔
と
笑
顔
が
す
て
き

で
す
。
そ
の
場
が
一
体
と
な
っ
た

と
き
の
充
実
感
と
、
楽
し
み
に
し

て
待
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
励

み
で
す
。
ま
ち
で
出
会
う
と
、
子

ど
も
た
ち
が
声
を
か
け
て
く
れ
て
、

う
れ
し
い
や
ら
恥
ず
か
し
い
や
ら

…
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

おはなしボランティア募集中
　

絵本の読みきかせやおはなしに興味がある人で、
おはなしボランティアに参加いただける人を募集しています。
また、毎月第４土曜日、午後５時３０分から、
おはなし（ストーリーテリング）の勉強会を、
町図書館で開いています。
　

問合せ・申込み　町図書館（電話７２‐１３００）

町
文
化
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
④

４月５日（日）から申込受付開始

☆公演日：１１月２２日（日）予定
詳しくは、「広報ひのおしらせ版　４月３日号」に掲載します

おはなしの楽しさを実感

本と親しむ機会づくりを
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届
出　

２
月　

日
～
３
月　

日   
敬
称
略

１１

１０

　

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　
（
年
齢
）　
 　
（
住
所
）

　

２
月
届
出
分

小
早
川
光
子　
　
　

歳　
　

黒
坂

６８

稲
田　

正
孝　
　
　

歳　
　

黒
坂

６７

柴
田
き
み
よ　
　
　

歳　
　

本
郷

９８

増
原　

公
子　
　
　

歳　
　

根
雨

８２

長
尾
喜
三
雄　
　
　

歳　
　

野
田

８３

　

３
月
届
出
分

稲
田　
　

章　
　
　

歳　
　

中
菅

７１

柴
田　

岩
雄　
　
　

歳　
　

三
土

９３

横
田　

勝
幸　
　
　

歳　
　

黒
坂

６０

■今月の表紙になった「ぴーか
ぶー」では、劇団風の子九州の皆さ
んによる、楽しい遊びやお芝居が
繰り広げられました■感心したの
は、子どもの心をがっちりつかむ
技術。子どもたちは泣き出したり
もせず、真っすぐな目で舞台を見
つめています■出演者のプロ根性
を垣間見たひとときでした。(i)

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

終
ひ
湯
を
椿
浮
か
べ
て
愉
し
め
り　
（
講
師
）
谷   　

悦
子

　

布
施
握
り 
寒  
念
佛 
の
鈴
音
待
つ　
　
　

安
達
つ
る
ゑ

か
ん 

ね
ん
ぶ
つ

　 
野
佛 
を
囲
め
る
如
し
下
萌
ゆ
る　
       
荒
木　

習
子

の
ぼ
と
け

　

春
う
ら
ら
初
孫
あ
や
し
娘
笑
む　
　
    
梅
林　

春
子

　

日
も
す
が
ら 
雪
解 

ゆ
き
げ 

雫 
の
南
窓　
　
　
   
勝
瀬　

京
子

し
ず
く

　

春
近
し
好
き
な
和
菓
子
に
お
茶 
点 
て
て   
川
上　

文
子

た

　 
雪
解 
川 
鴛
鴦 
の
水
辺
の
膨
れ
お
り　
　
　
  　

久
城　

霞
渓

ゆ
き
げ 

を　

し

春
を
呼
ぶ
托
鉢
僧
の
鈴
さ
や
か　
　
　  

徳
本
千
鶴
子

　

大
師
像 
湖 
見
つ
め
つ
ゝ
春
を
待
つ　
  
  

真
壁
富
貴
枝

う
み

　   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）

日野町子育て支援室「おひさまひろば」では、保
育所に入所していない子どもたちを迎え、親子で
楽しく遊んでいます。毎回ボランティアの皆さん
にもお世話になっています。
▼開設日　毎週水・金曜日　午前９時～午前１１時
　　　　　金曜日は、参加者が親子で自由に利用
　　　　　いただける日です。（お茶は各自で用
　　　　　意してください）

※平成２１年度から２年間お世話になる、子育て支
　援室運営調整会議委員の皆さんは、５月号で紹
　介します

　平成１９年度から２年間、１０人の子育て支援室運
営調整会議委員の皆さん、そして今年度は４０人の
ボランティアの皆さんの温かい協力をいただき、
おひさまひろばの子どもたちも、安心して遊ぶこ
とができました。
　また、子育ての先輩としてたくさんのアドバイ
スもいただき、お母さんたちを優しく支えてくだ
さいました。ありがとうございました。
　今年度におひさまひろばで一緒に遊んだ友達が
保育所に入所して寂しいですが、また新たに友達
を迎え、かかわりが広がることに、期待で心が弾
みます。皆さん、お友達を誘って遊びに来てくだ
さい。お待ちしています。　

　ひのっこ保育所 ( 電話７２‐０２３８)
　　　　役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）

４月の開催日
■１０日（金）＝ボランティアさん顔合わせ会（9：00 ～）

■１５日（水）＝おもちゃ遊び
■１７日（金）＝子ども用品リサイクルデー
■２２日（水）＝町図書館からのおはなし会（9：45 ～）

■２４日（金）＝子ども用品リサイクルデー

広報ひの ２００９年３月号

町営バスダイヤを変更します
　

４月１日から、町営バスの運行ダイヤを、
次のとおり変更します

　

①４月から９月末までの間、菅福線 生山駅行きの最終便
　を根雨駅発午後６時４５分に、根雨駅行きの最終便を生
　山駅発午後７時２０分に変更します
　

②板井原・真住線の、横路地内の停車順を変更します
　

③根雨宿・病院線、板井原・真住線、奥渡線のダイヤを
　一部変更します
　

　各バス停の通過時間などは、３月１９日配布の、町営
　バス時刻表で確認いただき、乗り間違えないよう注
　意ください
　

問合せ　役場企画政策課（電話７２‐０３３２）

子ども用品リサイクルデーはじめました
毎週金曜日は、子ども用品の提供交換をします。
小さくなった靴・服・帽子などはありませんか。
使わなくなったおもちゃも大歓迎です。

平成２１年度のボランティアを募集
おひさまひろばの子どもたちといっしょに遊ん
だり、お母さんたちと子育てについておしゃべ
りしませんか。お申込みは健康福祉課 滝田まで。
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土１８不燃ごみの収集日 ( 全町 )水 １
第２６回県カヌー選手権大会
カヌーの里特設コース（下榎）　午前９時～日１９木 ２

月２０金 ３
１歳６か月児、２歳児健診　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

火２１土 ４
隣保館生け花講座
下榎集会所　午後７時３０分～日 ５
軟質プラスチック、発泡スチロール、衣類・
布団の収集日 ( 全町 )水２２健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月 ６

木２３人権相談　開発センター
午後１時～午後３時

使用済み乾電池、蛍光管の収集日 ( 全町 )金２４法律相談　開発センター　午後１時～午後３時
申込み：町社会福祉協議会（７４-０３３８）４月３日〆切火 ７

土２５行政相談　開発センター　午前９時～正午水 ８

日２６資源ごみの収集日 ( 全町 )

月２７木 ９
ポリオ予防接種　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分火２８使用済み天ぷら油の収集日金１０

昭和の日水２９隣保館編み物講座　老人憩の家　午後１時～土１１
宝仏山登山道開き
集合＝町歴史民俗資料館前　午前８時３０分～日１２

軽自動車税の納期限日木３０乳幼児相談　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分月１３
犬の登録・狂犬病予防接種（集合注射）
（６ページをご覧ください）
犬の登録・狂犬病予防接種（集合注射）
（６ページをご覧ください）火１４

古紙の収集日 ( 全町 )水１５
犬の登録・狂犬病予防接種（集合注射）
（６ページをご覧ください）

木１６

金１７

直
通
電
話

72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0332企画政策課72‐0331総務課
74‐0212町公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課72‐0334健康福祉課
72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会72‐0335議会事務局 
72‐1191下榎集会所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター72‐1167学校給食センター

役場代表番号 (夜間・休日）　72‐0331

 

（町内の展示コーナーを紹介します）
 

■山陰合同銀行根雨支店
４月６日～５月８日まで

 

■蔵美術館 
４月１日～３０日まで

 

■県西部地震展示交流センター

４月７日～５月２８日まで

広報ひの ２００９年３月号

ＡＰＲＩＬ (卯月 )
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「
い
つ
ご
ろ
北
へ
行
く
の
？
」

　
「
４
月
１
日
、
町
長
さ
ん
か
ら
辞
令
を
も

ら
っ
て
か
ら
北
へ
行
く
の
」

　
「
へ
え
！
？
？
？
」

　
「
だ
っ
て
日
野
鳥
民
だ
も
ん
」

　
「
ふ
ー
ん
」

　

そ
ん
な
冗
談
が
行
き
交
う
観
察
小
屋
。

１
０
０
０
羽
の
オ
シ
ド
リ
が
準
備
を
し
て

い
ま
す
。
お
か
げ
で
北
帰
行
の
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
無
事
を
祈
っ
て
や
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  

森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

旅
立
ち
間
近

③
④
⑤

・ ・

定
額
給
付
金
で
ま
ち
の
活
性
化
を

 　

三
寒
四
温
で
、
春
が
や
っ
て
く
る
の
を
肌
で
感
じ
て

い
ま
す
が
、
厳
し
く
な
っ
て
い
る
日
本
の
経
済
も
、
早

く
底
を
打
ち
、
少
し
ず
つ
で
も
回
復
の
兆
し
が
出
る
こ

と
を
強
く
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
混
沌
と
す
る
国
会
で
は
、
２
０
０
８
年
度
二

次
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
、
定
額
給
付
金
な
ど
の

財
源
法
案
が
、
３
月
４
日
に
難
産
の
末
、
成
立
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
日
野
町
も
、
定
額
給
付
金
と
、
子
育

て
応
援
特
別
手
当
の
支
給
申
請
受
付
事
務
を
、
６
日
か

ら
始
め
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
低
迷
す
る
日
本
経
済
に
活
力
を
与
え
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
町
と
し
て
は
、
な
る
べ
く
早

く
町
民
の
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く
よ
う
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
３
月
末
に
は
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
込

み
で
き
る
よ
う
、
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
か
ら
の
お
願
い
で
す
。
支
給
さ
れ
る
お

金
は
、
な
る
べ
く
町
内
で
の
買
い
物
な
ど
に
使
っ
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
。
今
回
支
払
わ
れ
る
総
額
は
、
日

野
町
で
約
７
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
町

内
で
流
通
し
ま
す
と
、
大
き
な
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

以
前
に
も
申
し
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
１
月

に
は
町
内
の
ス
ー
パ
ー
の
閉
店
、
２
月
に
は
工
場
の
閉

鎖
予
定
の
話
も
あ
り
、
ど
の
職
種
も
苦
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
悲
し
い
こ
と
で
す
。
世
界

の
不
況
の
影
響
が
こ
の
町
に
も
及
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

今
こ
そ
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
知
恵
を
出
し
合
い
、

厳
し
い
状
況
を
乗
り
切
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
３
月
７
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
   

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第３６回

『ありがとう・穏やかな午後』
撮影●岡本勝美さん（貝原）

・

・

・
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